
優良家系の多元交配忙よる実用鶏造成試験  

00 昭和42年組合せ薄の終了成績および昭利  

45年顔合せ鵜の煽焼成緻把ついて  

斉 藤 季 彦  名 倉 清 一  

小 林 正 大  斉 藤 伝 青   

1，はじめに   

外国コマーシャル鞠の急速な進出托対処するため．国内の優良抒鶏、あるいは編入醜をもっ  

て優良突用約の国内生盤を図るため．昭和さ8年以降、国把おいて抄出された優良系統を計画的  

に交配し、その組合せ濁の稽鶏としての利用価値ヤ、採卵鶏としての実用価値につぃセ検討し、  

優良実用鶉の生産体制を確立するため、本試験を昭和4D年匿よカ国かエび関係県相互の協力の  

もとに巽北している。  

本年度は昭和42年鶏の終了成席料よび昭）印45年鞠の短1開成横把ついて報告する。   

2．試験に供用した当機基礎系統の概葦   

川 白レクd系統  

この系統は昭和58年卵数系の燵艮系統として、国に抽出されたもので、従来はB系統と称  

してぃたが、昭和d5年5月に全国共通名称としてd系と名称を変更した。卵教系としての特   

徴を維持しつゝ整一性の向上を図っている。   

（カ 白レクB系統  

この系読は昭和A O年に米国ブレンダー塵場よ少卵乗系として輸入し、従来はB r系と称し   

てぃたが、昭和45年5月に全問共通名称としてB系と名称を変更した。  

昭和41年よカ束2本地区組合せ検定用の卵竃系として供用され，昭和A5年5月卵毛糸と   

して全国優良家系の一つに加えられた。卵真に重点なおぃた育種を行ない、輸入当時（昭和   

40年魚）の10カ月令時平均郎重58・Ogが、昭和42年鶏はd2．1gと約4g向上した。   

今後も卵箋に蒐点をおいた育建を行なぃ系統の特徴を明確にナる。  

β）ロードP系統  

この系統は、蓑林省旧大宮穏割女坂エり昭和54年に銀波を受けたバーメンター系を唱和   

55年エりせとめた系統‾仁 硝和41年ユタ東日本地区組合せ検定の供用系統として利用して   

いる。強健性、産卵性にすぐれている。  
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5．試蚊万法お・エび区分  

（1）試駈方法   

ア 場内試験  

場内妻郡紺は、混合せ験琵会田軋 ご三日rlゞ区．和学とあるが、三者とも同一方絞で買電し   

／」0  

∵盤台せ当ク芸責4諷 濃50扁は交配し、それより謀敬した操び夜な田村よう15□巴令  

までを育釈相関とL．151日令から500日令せで七重卯朗閏とした。  

育成期摩周湖ご」中号ニ£ 大怨皇ケージで育或し、笠糾試問／せ単飼ケーージに収容した。  

飼プ斗ミ■ま詣収の完全記合餌：三；を不併給考l〈 露草枕衰給与とした。  

点灯は日照鱒閃と合わせて1A博聞としその他の管矧ま場の慣例に従った。   

イ 民間委託試験  

民間の採卵蕃鶏場に、場内試釈り一部の組合せ、卦エび実用化しやすい組合せな委託し、  

一成整鶏場にかける成指をみた。  

委認養鶏勃ま西多遠地区、北多摩地区、両多嘩地区からそれぞれ一カ所ずつ農業改良普及  

所ユタ選定してもらい，その役の試仏軍残の指導把払力を叔ラた。  

な封．昭和42年ぽせで実施した電苗牧場後代調査は、ロコ和Aる年度は都合に上うとカヤ  

め窄。  

（2〉 当場実施分  

臼こ1和A2年の試験区分は第1灸 昭和45年の試額区分は第2蓑佗示すとお♪である。  
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ク 他県で当i≠誌⊆礎系統を供用しての試換。  

当境基礎系統を供用しての他県での組合せ試験は，昭和42年鶏では全国区でd系を供用  

して埼玉で2組合せ、山梨．徳島、7真岡で各1組合せ，東日本EではB系を供用して山形て  

5組合せ、福島で5組合せ、神奈川で1組合せ、d系を供用して埼玉で1組合せの計15組  

合せを、昭和45年鶏技B系葱照購して、全国区では埼玉、山梨で各2組合せ、千葉、山形  

で各1組合・せ、庚日本区で福島で4組合せ、栃木で1題合せ、県単で蒋吊の2組合せの封  

15組合せを行夜っている。  

ん 試験志至果   

（1）昭和42年難の終了成筒  

口召和42年蒋の餌付よぅ50ロ日令間の総合成叛は第5素把示すとかカである。  

白レタの二元交配ではd組合せ巾、試験2区の頂間Nと東京d（全国区）の交配が、育成寒   

94．0％、生存率95．99ら、残存婁85．19♭、50％産卵日令1占9日、へソティ産卵賽7ロ．4   

笹、ヘンハウス産糾戸数25d．5風試験終了鶏産卵個数2474佃、10カ月令卵倭5久2  

タ、1日1羽当り生意卵詭40．7タ、飼料要求妥2．d27と残存率は新二籍かったが、全段的   

に見て優れた成撒を示した。次ぃで、試験7区の東京Bと東京d（郁尊）の交配がこれに続い  

ている。  

ロードホーンては三組合せ中、前年定までこ年間の試験を行かへ一応安定した良ぃ成都を   

示した場保有の白レタニ系統とローードとの正文配ロードホーンと比類するため行なった逆交配   

の口一ドホーン試験10区の東京ロードPと東京B（離単）が、育成忍1009む生存率9スD   

残存率91．8鞄、5D％産卵日令1d7日、へンデイ産卵率J92％、へンハウス産卵個数  

255個、試駅終了無産卵個数24d．8凪1ロカ月令卵重d D．8ク、1日1羽当力生産卵豪   

40，9タ、飼料葦求率2．789と正交配ロードホーンに劣ら発い成績を示した。  

また、試駅8区の埼玉Kと庚京口ードア（東日本区）のjE交配ロードホーンが，へ／デイ産   

卵率75．占9L へンハウス産卵個数250．7個、試験終了鶏壌卯個数2dス6個、1日1羽当  

り生産卵重45．dタ、飼料要求賽2，55dと5項目忙つ小て本年度の試験鶏の中で、最高の成   

親を示した。  

次に、前年まで行なった実用鞠作出の基礎組合せである二元交配鶏を利用して、本年度よ少   

試験に入った三元交配では、白レクのみを供用したもの2組合せ、自レクとロードを供用した   

もの5組合せの計5組合せの試験を行なったが，白レクのみを供用した組合せに良い成掻のも   

のが出なかったの忙比べ、ロードを利用した組合せは、試験15区、18区、14区の慣でと  

－122－   



もに優れた成績を示した。このうち試験15区の東京d（雄）と束京亡・⊥▲ 

に埼玉K（建）を交垂三した三元（東日本区）は、育成率1009ら、生存率9る．09♭、残存率  

90．0乳 58野塩離日令1d7日、へンデイ産卵寒7口．4％、へンハウス産卵個数25d．8  

イ臥 試験終了鶏産卵個数24Z占個、10カ月令卵重5Rlg、1日1羽当少生産卵重41．0  

タ、飼料葦求塞2．dる9で42年鶉の東日本地区における優良組合せとして抽出された。なお、  

試験14区の東京d（雄）と兼京ロード？（雌）の二元雌に東京B（雄）を交配した三元（東  

日本区）たL試験15区．1d区、17区、試験18区（絆〉と東京ロードP（雌）の二元雌  

に東京d（箆）を交配した三元（郡卑）軋試琶命19区、20区、21区て各々鱒問の三頚鶏  

場に同一組合せのものを委託し試験を実施したが，各巻鶏場の事情ですべての項目についての  

成綿を出すことはできをかったが、既知の項目から成親を推定すれば各所の成箪とも当場で行  

をった試験14区、18区の成綴に近い成襖が推測できる。   

種苗牧場後代調査は、日レク0系と0系の二元交配を対照区として、ロードホ⊥ン逆交配  

（雌）に自レク（雄）な変配した三元交配の4試験区について実施したが、試験25区の白河  

ロードY（雄）と白河H（雌）の二元雌に白河K（雄）を交配した三元が良い成績を示した。   

前記第5乗の試験成績の比較を便利にするため二 昭和42年に暫定的に設定した評価基準を  

罪4表に示し、これ忙よって評価したものを第5表に示した。   

なお、この評価基準妓、鼠の重用鶏の改良白襟な参考忙昭和41年匿に作成した暫定基準を、  

さらに昭和58年度当機で産卵能力検定蒋に用いた評価基準．新潟県養鶏試験場における昭和  

41年慶の経済検定評価基準をどを参考に修正したものであ♪、この評価基準は，まだまだ充  

分検討を要するもので、大方の廟批判、御訂正忙よタ、エ少適正をものとし比較の便を図ゎた  

レー。  
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第 5 表  昭和42 年鶏の 成 績の評価  

る 主 8  

日 令  ％ l個  

要§  

2l  福岡N  
ーシャル l8    n 10  10   2 4  2t  〝   

8  弓 8 H  

〟  山王」」 10 1 10t 2i 4i 41 
d！  埼玉Q x  

‾ 
H 7†  東京。× 〝  ！  交  配  様  式  育 成  生  残  5【）％  産   卵 い0カ      飼 料   滞l      有  有  産 卵  扉隼ウ三！ 山  印   10カ月寓一警】 l令翫墾威憧   月令 i体置     雄  雌 貢率   率 ー⊥  斗          要求事  計    外国。マ          る  d‡ d   ilO       8…  78       癌東京d  dlり＿プOj     d！ d  d  8     T           】 J  ′痴l   。l2と 2t 「弓  d         十 2  ‘  4 ＝★       ‘           8  8  る4       ；   l    ■          ′     ◆          4    d  d‘  幽      ▼ニ 「｝－手もーり‾‾▲一う‾■「‾蒜「T「不 2！8         2  8  4  占0         1。1JT音‾‾‾【‾訂‾4書 410ヨ 4          8i‘ “   い0    8廉K X願ロ 

ードP d  

18    l   lO  88  

打 4 4      2  【4】 
l 8」＿ご∃＿三．L【≡」＿1」」            14   ‖ 8 …7‘     9東京ニードP X東京d                 2 j52      ‾‾「  
Bx（徳駄×感d）   d j 占   山  d  －  4 12ト 〝 ×（栃木Ax東京d）  

呵埼孤×（東京dx東京口言ド）   ニ竺よ■？．吏 ‘！d墓 d  2⊇ 2 8     一｛L  8  224d          1D  8    8   ▼′■▼■昌一｛▲T「1■‾‾㌻‾‾2      10  4  id4       」竺         8l8   ．＿⊥  8 貞7d  n  8雫d 

72 

d章 」   
d   d   d   

d  き ‘い4  8  る  

■  
． 

19  l 同  

20   同  

21  同  量10  〝    × 東京B     一・一一－一一一→ 1竺J   ⊥」⊥ヱLo     81。 u   ．い     ．11庚京                                                                                  14  東京Bx（  〝    ）  】d lO   ‖〕  d  di d   8  d j d   ∃ 8i72i△  15  u  同  上（A）  巨  8  10  占 8Lる・4    1 10  8章 伍）トリ可    【同    上 （B）   d  ⊥竺     d   d  ●  ■  一  q   山    同     上 （0）  10  8 き  ‘   「  i‘   10  ¢）  ㈲  ¢〉」！  岬、こ1；■㌃妄㌻十1－‘       口    8】8                    ＝＝＝苧－－－－－・ 18喜庶如×（鯨BX麻口盲ド）FlO “    10  18  】 8            ●   8   d i  d  4∃74   2 △  u      上（A）  18  8  口 10  l d  d  8  8  8  （d）  d≡74            上 （B）  2  10皇10   d  d  d  ‘d  占  l（4）  u di占2            上 （0）  L ▲一“丁十。  
10 8  （功 d  魯）   d   7   

4  d   2   d   d  】 4  8  42；  

d   4   占   d   8   占4  

＿J8 18  8 8  d 司  l 出   出二二享‾  2  4   4 ⊆   

2  

4   

2 ⊥  る乙   

4  ‘54  

22   

l口ド 

d   8  d   52  

靂25  t自机×（白河 
4  

d   

－       」  

d  

2  

2   8   4  ！2！  2   54   

】  

（注） ◎は東日本地区の優良組合せに抽出されたもの。  

△は全国一乙東日本地区。長単区で準優良組合せに抽出されたもの。  

（）内数字は推定。  
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帖
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第d袋  田和45年熱中問成㌣！（餌付～270日令）  

5ロ％         」飼料  u l構 i   

区  区  交  配  様  式  菅  上ヒ  残                 分  名  】 j 媛×醍 】  成 存 輩 葦   存 琶  産卵 日令  ハウス  デ イ  u 匝窯 m  ！体頚  増i少 帝‡唾鼠  要求泰  毒軍  対  1j外国卵コマーツ十ル LlOウ管11ロ∩・賢‡1nn賢      115ぎ  172．賢  t72剖“．ぎ    タ 1，915  】g 】5負7 n  2，7D9  
全  2！千葉l X 東京d   巨10D．D    ∃9㍍j9‘・ロ   17て  59γ  dtl弓 5モl．7     弓t9D5151・9   5，14‘  

D   

吋  1T19  
d  東 

11て 

l（間Nx東恕〉×（駐仏×庶京己）シ8叩0り・ロ 
× 盟京d  

阜  －15東京ロるク×庚が盲トー  需慧÷才芸・L・一■■－ニー十ヨ息・．ゞ：≡三三－j      11占乙1占鼠ム ■i7て   書71・d ⊇71．チ  jJ竺」 ≡dm三  ＝．9dO】57  口 1．95d15鼠1   2754 2P52  ○ 】     ‡㌣‡一芸≡；慧辻詔書題葦十憲二‡：Ⅳ        喜5q4 ■；T  ヱ．151  155・‘t  2タ52    事〝 弓7           【2・084  55．0  2．814  l！  〟‾ト   【芸≡；≡…慧÷票1一語…十‡‡汁；‡‡     175 17F  岩d5．5 ≦5ス1  …（E・1 3占1・4  上目り j598  上空吏・9 ⊇スJd5き52．7   2タ88    〟 j 9             5．る12    〟座   トー川口・コ㌻1dフ      ；d5．5弓‘55   j5a3     5．005 巨＝5 巨2β5占    東illl東京□；ド     98・ロ        d日．5‘8．4       〝  ‾－2ぎ盲訂支て高言‾㌻亙㌘言雪   19ふC？5．′㌢9≡．D    1d3  d92  岩 72．㌻1“．2          9d．5 98口j 9三，9    る  725  7ん∩  【5‘・咋可芯    5，505    小4⇒庶京B 
x（東京ロ；ト x讐d）」    H川．0 9エ＝19d．C            5ムd  両肌   

j  

15慄京dX（東京ロ㌻㌔J元元首う 

1古 山形ax（東京B x 見方ミd）   玩          5ふ 
い7  92．占：8J．8：‘ほ    る2・弓  478  55．1    52．0  5．095   ■ 」  臼 ‡    ’   1DO．0  望Lヱ竺   175  亡；5．5    り・415？乙   2298i55・2   も100            干          7  5，142                             L竺 
【【＿＿＿▼＿＿＿＿．＿＿－＿＿一」 

55．5  5，578  」弓＿」チニ竺    r2．るe4・5     dさ・項岨   54＿□  
1d ～18 の平均   ‘… …毒己8（      〔     55．D  54．0  52D5  19        】d9 

（40．9）  （2β0り  

蜃蜃転変璽聖聖至      】d5・5 d5・5    ≡蚕工  4．5    522  2タ77  
（埼玉KX原B）×（云右折≦靂   

円〉  100J〕  ≡ 55．8  さ．150  氏                         〝  2〔】    一・h・・一＝・】－・・訟㌫幸－－ ■※74・5」P・用i8β6    て58  （2，5婁‘（．さ   ト 5          〟  21      ，＿ヱ．当＿ヱど 10乱ロ1100・0      ろ8．4 5d．8l一            （Q  9S，D    1る声  占58 （i5q ‘蚤5＝       （42月）  ¢，74め      ；J「▲完可‾；宕ト            弘両  も054  
注 t ※印17区、20区の帝確率紙育成途中事故があったのでユl噂価酎繁忙は省いた。  

2．（）内数値比181掛合から27［R今のものてある。   

5．0打丁は蔑購成績で佼良嵐合せとして抽はさjtたち0て去る′）  

4．系統肥卑の7ルフ丁べ，ト；貴大文字が卵墳私小文字が卵む系でぁる。  

5．育成箪：（15nE今時羽故／餌付羽徴）×1〇［   

ム生存率：（151日合一27∩∈1合間の生存僅羽換／151日今時羽釣×120日）×1e〔   

7 藍有事：（270日今時羽数／151F令碍羽放）×＝川  

8，へソティ彦卵重：（151日今～27∩巳合間の藍卯i急倍数／151日令・一27D日合間の生存妖羽孜）×108   

鼠 へ／ハウス璧卵賽：（151〔】今－27口円合間の浜釘D戦／151ヨ音符羽㌫×120日）×100   

10．1Dカ月令卵更：299日－5nl∈；合までの5Fl閲の平均邦餞   

11．10カ月令体重：5D【＝］令時の平均年1モ   

12．1日1羽当少生産卵竃：151日令－270日合間の琶卵総評乃／151日－270日合間の生存班羽数   

15．飼料現求轟二151日令～27∩ビ令‰の（秀科撲以東／て51日今～27ロワ令庵の託卵偉笠花   



位）昭和45年難の中間成績  

†  昭和4る年鶏は、現在試験を宍地中であろが・その霊：㌫戌頂を示せば誇る衣のとおりである○   

摂る衷は、餌付時から270ロ令・までの鳶蟻砕雛封訪・封である。∴   

白レタの二元交配では、卵銀糸同志の郊亘で為る試慎5区の福間iと革京d（全国区）の交   

配が10カ月令卵重で5エ8きと他の区に比べ若干買い■傾向にもるが、↑ざハ．ウス歪卵諷ヘ   

ンデイ産卵率とも7d．59らと試監も発つうちで菓も慣れてウ穴 509摘卵口令も158日合と   

良い成旗を示してぃる。   

次に自レグの二元交配で邪欲軍の豊に加重系の拉を交配した試頸4区の庶京¢と東京B（全   

国区）の交配が試験5区と同種、川カ月令卵竃が5ふ5♂と他の区K比べ願いが▲・その他の  

項目は優れた成績を示し、特に飼料糞求琶は2．75‘lと試験1区の外国コマーシ‘ル鶏（対照   

区）把次いで良ぃ成濱を示してぃる。   

また、卵電異同志の交配である白レクニ元の横木Aと東京ち（全国区）の試験5区は50二脅   

産卵日令が171E令と若干遅いが，その他の項巳では10カ月令卵吾がdO・2才と優れゼあ   

り，1日1羽当り生産卵竃も5鼠1タを示」今後の四充交配の雄方2元種泡としての利用が   

考えられる。   

このクち訳快5区4区は昭和45年圧の偏期成撒で全国区の優良組合せとして国工少抽出   

されたう敵合せの中佐入っている。  

次托試験d区から9区までと・1占区から18区・までの白レク三元交転は試験d区の埼玉Ⅹ   

（姓）と東京d（雌）の二元雄に東京B（雉）を交配した三元、試験7区の相同N（雄）と東   

京d（雌）の二元堆に東京B（雑）を交配した三元、試験8区の埼玉Q（嬢）と東京d（雌）   

の二元雌粧山形a（雉）を交配した三元の5つの組合せは．育成率が929ら～100努、生存   

葦が？d．2％～9惧る％、50野津卵日令が1d8日令～175日令、産卵寒がへン㌧ハウスで＝・   

d4．5％－d5．59ら，へンデイで‘4．8％～d8．1％、10カ月令卵重が5鼠4クー597g、▲；   

1Dカ月令休まが2002クー2151タ、1日1羽当少産卵莞が55．0タ～55．9タ、飼料   

繁求童が2．8ま，4～2．98Sの亀岡内にあわ、非常に似た成織を示し、全校的に見ても前記抽   

出靂良盟合せくて選ばれた試験5区．4区に比べて、509♭産卵日令と産卵率で若干悪ぃが他の   

項目ではほとんど同在民の成綿を示している0また、試験1る区から18区せでの東革B（確）   

と率京d■（嘩）の二元雌に山形a（雄）を交配した三元は民間穿託試験を含めて10カ月令卵   

重が平均で55．Ogと試類殉中屋も′」、さかったか当場で行なった1d区について見ると卵重に   

園係のある頂月（1Dカ月朝日鼠121羽当少索郎凰飼料費承率）以外は産卵率のへンハ  
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ウス72，7％、へンデイ74．1‰．50％雲部日金＝＝日金と銀れた浩英が出ている。  

次忙ロードを利用した組合せでは試験12区の笥忘ぷ（雉）と東京ロードP（雉）の正交配   

ロードホーン（二元）雌托福島j（碓）奄文闇し：七三元が育成牢9う．09ら、生存率95・49ら、   

50％産卵日令1d8［！、彦卵墨へンハウス占9．29ら、ヘンプイ72．5％、10カ月合卵竃   

d D．2β、10カ月合体委2279タ、1日1羽当少産卯嚢5鼠0β、飼料桑未来2．85dと   

優れた成箭告示し、昭和45年箱の東日本地E5d抱合せ中より紬出された優良組合せ12鶏   

舎せのうちのイつに選ばれた。   

次に逆交配の口ドホーンを利用した試射A軋15区では14区の庶末日一一ドP（雄）   

と果京d（塵）の逆交配口・－ドホーン（二元）雌に東京B給仕交配した三先が10カ月令卵糞   

で5d・7グ、生存率て9ス2％と15区の来車ロードP（鮭）と東京B（雉）の速交配トド   

ホーン（ニ元）媒に東京d昆を交配した三元の5父5♂、98．7ヲ胱比べて劣った成績忙なっ   

たが他の項目では優れ、薙卯率ではへ／ハウスでd苧・29ら、へ／デイで70・1降、育成率10ロ   

乳、生存審9ヱ2％と抽出豊良組合せと同程度の成鵠を示し今後の量複試験の結果によっては．   

都下一足2莱翔家に己己付し得る組合せに表ゎ得るとぉもう。  

その他 試頓15区の東京ロ，クDと東京ロードPを交配した組合せが1Dカ月令卵意が   

5d．5グと」、さいことと体勤王2885gと大きすぎる欠点を除けば育成率94．5乳 生存泰   

98．0％、50％産卵昌合15る日令、産卵重はへン′ノへウス72．59あ、へンデイ74．0箆と優   

れた成遣を示し、今絞の5元、4元の基数母篇としての供用が考えられる。  

なか、試験5区、4区、5区は昭和44年圧献納を採取するための笥嘩として供用する計   

画である。   

5．蟄  約  

昭和42年篤の終了成績および昭和45年蔑の短期成績Kついて述べたが以上を箪約すれは次   

のとお少である。  

（1）昭和42年蒋は場内試験として二元交配1ロ組合せ、三元交配9組合せ、対照鵜として外国   

コマ「シサル粕1組今せの計20組合せにつぃて実施し、民間委託試験として場内試験のうち   

三元交配のもの2組合せを選び5カ所の民間養鶏場托それぞれ配付して実施した。  

そ？成掛ま節5衰お声び弟5表のとおりで試験15区の東京d（雉）と東京ロードP（雌）   

のこ元雌把埼玉K雄を交配した三元の組合せが全国組合せ検定の優良組合せとして選定され、   

試験2．区の福岡N（準）一と東京d（雌）、7区の願B（撞）と東京d（雌）の組合也11   

区の東京ロードP（雄）と東京B（雌）の二元交配の5組合せと東京d（雉）と東京ロードP  
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（雄）の二元に烹京B（プ蓬）を交配したもの、まン・よぴ18区の東京B（雄）と東京ロードP  

（椎）の二元に東京d（篭）な交記した三元交配の2氾合せが配良組合せに嘩ずるものとして   

抽出された。  

（カ 昭和45年乗昏は場内試験として二元交配d組合せ、三元交圧8組合せ、四元交配1組合せ、   

対照鶉として外国コマーシャル葦1組合身の計1d組合せを行療h、民間委託試験として三元   

交配1組合せ、四天空就2組合せ〇5組合せ匠つぃて民間5養頸視で実施中である。その270   

日合せでの短三現成厭：ま窮d真のとおぅで3屋の福間i（±漢）と東京d（雌）の組合せ、4区の   

東京d（鯉）と東京B（雄）の組合」12区の埼玉K（姓）と束京口ードP（應）の二元に福   

島j（雄）を交配した三元の5花合せが短期成ま：与で全国組合せ検定の優良組合せとして選定さ   

れた。  

（5）昭和45年度は試験的に四元交配5憩合せについて実施したが、この四元交配は両親の二元   

ないし三元の組合せ成麓が必ずしも優れたものの組合せではないので、44年皮以降において   

42年慶およぴ45年匿の璧良組合せ、葦優良組合せの供用系統を用ぃての四元交配を計画し  

ている。  

なおヽ 昭和42年変帯の試験1〈区～17区の栗京d（雄）と東京ロードP（雌）の二元把   

東京8（餅）を警備した三元、および瓢射8区～21区の票京乃（班）と東京ロード武雌）   

①ニ元に東京d（雄）を交配した三元交配は茶5衆および川で述べたとお月氏間5カ所の成績   

もほとんど場内試験と同程度の成績をあげてお少現在の時点では都下の養約の実情から考えて   

一服養鶏場忙配付して盲しつかえないものと思われるので、44年春期よカ配付する。  

ぁわ少に本試験の突施にあた少御協力下さった西多遜郡清水尊鶏均、北多摩郡乙幡薫鶉玖   

町出市臼井華鶏切ならぴに適当地区典菜改良背及所の万々に感謝の意を表します。  
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